























































































































































左岸の給水事情は改善が期待された。[Boucard, 1893, p240] だがパリへの
ワイン入市税収入で建造された水道橋であったが，その利水権を有償で入
手したのは王侯貴族，宗教団体，大病院であり，庶民はその恩恵に殆んど
浴しなかったという。[Gérards, 1909, p218] １７世紀末の時点でパリの一日
当たり給水量は僅かに２５０m３であり，住民一人当たりの給水量は平均５ 






































合計日量８，０８１m３。[Gaillard, 1995, p40] なお，ペリエ兄弟は三つ目のポン
プをさらに上流の現在のオーステルリッツ河岸辺りに設置し，サルペトリエ
ール病院などへ給水する構想をもっていたが，シャイヨでの事業失敗で陽の
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る。[Cebron, 1991, p141: Gérards, 1909, p203] これが後に衛生上の問題を惹
き起こすことは必定であった。
工事は皇帝の意を受けて急ピッチで進められ５），１８０８年にはヴィレット






















た。７） このためもあり P. S. ジラールなどパリ水道局は，ウルク水を専ら
６） これらの運河建設に関わる記述－例えば，工事竣工年や工事費用の額と調達
方法など－には幾つかの説があり一致しない。[Cebron, 1991, p146-49: Gér-










































































































１８２９年，３７年，４９年にも出ている。[A. Chevallier, 1851, p34]
水売りは商業的給水泉で１００ 当たり９サンチームで仕入れた水を１１），１





















これを５倍の m３当たり９０サンチームで卸していた。[Figuier, 1862, p132]
１２） マクシム・デュ・カンは第二帝政期末の水売りについて，１，０００ 当たり１
フランで仕入れた水を５フランで売っていたと記すが，それも５倍の小売価














ゴン，1992，付録 p35］原典は M. Du. Camp, Paris, ses organes, ses fonctions,
























１６） J．クセルゴンによれば，標石型水道栓は二種類あり，一つが bornes à repous-













































































































































でパリ商人頭 M. E. テュルゴ（1690-1751，在職 1729-1740）－ルイ１６世の


















































[Reid, 1991, p14] ところでここにはやや混乱を招く叙述が潜む。テュルゴ
下水道を造ったのは父親の方で，かれはすでに１７５１年には逝去している。

































































































































パラン・デュ・シャトレの下水道に関する代表作は Essai sur les cloaques et







































さゆえに陽の目を見なかったという。[Cebron, 1991, p271] またスブロンは，
エムリが給水事業を市の直営事業 Régie municipale にこだわったのは，貧困
層への配慮かもしれないが，もっと迅速かつ効果的にやるには民間企業の参














































































き井戸水など３．２m３，合計１３４千 m３と算定された。[Haussmann, 1979, t. 2,
p27] だがこれは飽くまでも机上の計算であって，実際の給水はウルク水
６０千 m３，セーヌ水１９千 m３，その他で合計８０～８６千 m３程度であったと













m３としている。[Haussmann, 1858, p171] 付言すれば，１８５４年当時の水利










































































































































































































































































1893, p244: Cebron, 1991, p361: Gaillard, 1995, p84: Willms, 1997, p278] だ
が，松井道昭氏は別の文献に依拠して１８３km としている。これは，実はオ
スマンが１８５８年の第二次『パリの水に関する意見書』で示した計画案の数
字である。[Haussmann, 1858, p215] それはそのままかれの『回想録』にも











は全長１７２．５km とし，うち１６０km を運河，１２km をトンネルとしている」
と注記している。［松井道昭，1997, p266］オスマン『回想録』の該当部分を
読むと [Haussmann, 1979, t. 2, p59]，これが一次意見書に添えられたベルグ
ランの素案の数値だと記されている。つまりかなりラフな試算であって，実
際の工事区間の距離ではない。
また氏の訳語も不適切であり，上記の部分の«en conduite libre 160 kilomè-




























































ヴァンヌ水源周辺の土地取得を部下の E. A. ヴァレに命じていた。ヴァ
レは取水計画などを気取られることもなく，密かに水源地の買収をすすめ，















































スリが正しいように思われる。[Boucard, 1893, p248: Cebron, 1991, p461:









































































































小 計 １７６，７４８ ４００，６４８
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地図１ パリの水源 [Figuier, 1862, h.t.]
地図２ パリの給水貯水場 [Boucard, 1893, p245]
さし絵１ メニルモンタン貯水場の建設風景 [Touttain, 1971, p127]
さし絵２ 水道管の二重配管 [Gérards, 1909, p235]
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